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＊詳しくはスライド最後をご覧ください
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※公益財団法人電通育英会の研究委託を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

『まんがで知る学習方略－学び方を学ぶ』
前田康裕先生（熊本大学大学院教育学研究科 特任教授）

（新著の紹介）



（ご紹介）

前田康裕
まえだ やすひろ

熊本大学大学院教育学研究科・特任教授

公立小中学校教諭として25年間、ICTを活用した授業
研究を行ってきた。岐阜大学大学院教育学研究科を修
了。その後、教育センター指導主事、小学校教頭、熊
本大学准教授、教育センター主任指導主事を経て現職。

単著『まんがで知る教師の学び』シリーズ（さくら社，
2016〜） ， 『まんがで知る未来への学び』シリーズ
（さくら社，2019〜 ） ， 『まんがで知るデジタル
の学び』シリーズ ， （さくら社， 2021〜 ） 『まん
がで知る学習方略』 （さくら社， 2025 ）など



第１章 児童生徒の学習方略の指導：多様な個性や特性を持った
子どもたち

第２章 自律的に学ぶ自信がある子を育てる：デジタル学習基盤
第３章 自分の意見を表現する活動の充実：「好き」を育み、「得

意」を伸ばす
第４章 既得の知識と新しい知識を関連付ける：家庭学習の内容

を自律的に決められるような段階的指導
第５章 認知的方略を意識できるようにする：他者との対話や協働
第６章 メタ認知的方略を意識できるようにする：学習改善等に生

かす評価
第７章 中核的概念の深い理解を促す：児童生徒主体のルール形成

や学校生活改善
第８章 学びをデザインする高度専門職としての教師：学びに向か

う力・人間性等

前田康裕 (著)『まんがで知る 学習方略：学び方
を学ぶ』さくら社（2025.12刊行）



それではご覧ください



熊本大学大学院教育学研究科　前田康裕

溝上慎一の教育論　動画チャンネル

『まんがで知る学習方略』



自己紹介
前田康裕　

熊本の小中学校　

熊本市教育委員会　 熊本大学　

教諭２５年 
教頭２年

准教授４年 
特任教授4年目（現在）

指導主事５年 
主任指導主事１年

熊本大学大学院 特任教授

文部科学省ICT活用教育アドバイザー、経済産業省「未来の教室」教育コーチ、 
TIMSS（国際数学・理科教育調査）国内専門委員



今日のお話

１　問題意識

３　学習方略について

２　まんがで知る教育書



１　問題意識



教師は教える
児童生徒は教えてもらう



できる児童生徒が発言する



デジタル学習基盤

ＩＣＴを活用して学習効果を高め、 
１人１人の特性や状況に応じた学びを実現する 

教育環境や仕組み 



授業は改善されたのか？

知識伝達型 挙手指名型



コンピュータは、他の多くの教育条件の改善
と同じく、効果的な学習の実現可能性を高め
るだろうけれども、コンピュータを持ってい
たりコンピュータを使ったりすることと学習
成果との間には因果的必然性はないだろうと
いうことだ。

ジョン・ハッティ著　山森光陽監訳『教育の効果』（図書文化）2018 P231



「従来の授業＋ICT」ではなく 
ICTを使って学び方に変化を起こす



２　まんがで知る教育書



まんがで知るデジタルの学び
ICT教育のベースにあるもの

まんがで知るデジタルの学び２
創造的な学びが生まれるとき

まんがで知るデジタルの学び３
授業改善プロジェクト

まんがで知る学習方略
学び方を学ぶ
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まんがで知るシリーズ
「教師の感情を描きたい」



井能 巧(13)
義画中学校　２年１組生徒

いのう　  たくみ

数学・理科・英語の成績は抜群
社会と音楽が極端に苦手
コンピュータのスキルに長ける
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的芽 学(62)
義画中学校　再任用社会科教師・２年１組副担任

まとめ　  まなぶ

教科書の中身を詳しく伝えるタイプの授業
自分の授業を変えたいと考えて努力する

まんがで知る 学習方略学び方を学ぶ



綱狩 沙知(13)
つながり　　  さち

音楽と理科が得意
成績は伸び悩み

積上 清香(13)
つみあげ　　さやか

典型的な優等生
正義感が強いリーダー

津栗 定一(13)
  つくり　   ていいち

漫画を描くのが得意
成績は低迷

登場人物紹介

多様な特性を持つ子どもたち

まんがで知る 学習方略学び方を学ぶ





吉良 良介(53)
義画小学校 初任者研修拠点校指導教員

き　  ら　 りょうすけ











知識を伝達するだけの授業では
自律的に学習する力は身につかない



知識の獲得には、学習者の知識や経験、
認知の特性が大きく影響する



秋田喜代美著『学びの心理学　授業をデザインする』（左右者）P113

学習したことを表現する



３　学習方略について



　「個別最適な学び」が進められるよう，これまで
以上に子供の成長やつまずき，悩みなどの理解に努
め，個々の興味・関心・意欲等を踏まえてきめ細か
く指導・支援することや，子供が自らの学習の状況
を把握し，主体的に学習を調整することができるよ
う促していくことが求められる。

中央教育審議会答申『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～』（令和3年1月26日）

「令和の日本型教育」



『アクティブラーナーを育てる自律教育カウンセリング』（図書文化）河村 茂雄 (著)

学習者
能動的参与

学習方略メタ認知

動機づけ

自己調整学習の３つの要素の関係性



学習方略 学習するときの様々な工夫

動機づけ方略
やる気を維持したり 
高めたりする工夫

メタ認知的方略
自分の学習を計画・調整 
するための工夫

認知的方略
よりよく理解し、 
定着させるための工夫

例：自分で情報を加える 
　　自分の言葉で説明する



小学校第６学年社会科「武士の政治が始まる」



篠ヶ谷圭太著『予習の科学　『深い理解』につなげる家庭学習』（図書文化）  



自分で情報を集める 自分の言葉で説明する
精緻化方略



篠ヶ谷圭太著『予習の科学　『深い理解』につなげる家庭学習』（図書文化）  



図や表などで情報を整理する　わかりやすくまとめる
体制化方略



熊本市立大江小学校６年生　ある児童の国語科のまとめ



熊本市立大江小学校６年生　 
ある児童の社会科のまとめ



ヤナ・ワインスタイン他著『認知心理学者が教える最適な学習法　ビジュアルガイドブック』（東京書籍）  



繰り返し練習する　覚えるまで練習する反復方略



篠ヶ谷圭太著『予習の科学　『深い理解』につなげる家庭学習』（図書文化）  



【認知的方略】学習するための工夫

篠ヶ谷圭太著『予習の科学　『深い理解』につなげる家庭学習』（図書文化）  

反復方略 単純に繰り返す
・覚えるまで何度も書く
・何回も口に出して言う
・繰り返し問題を解く

精緻化方略 既有知識を結びつける
・根拠（なぜ）を押さえる
・自分の言葉で言い換える
・自分の言葉でメモを取る

体制化方略 整理する
・似た情報を集める
・対比的な情報を集める
・図や表で情報を整理する



篠ヶ谷圭太著
『予習の科学　『深い理解』につなげる家庭学習』
（図書文化）  



【メタ認知的方略】自分の学習を管理・調整するための工夫

篠ヶ谷圭太著『予習の科学　『深い理解』につなげる家庭学習』（図書文化）  

モニタリング 自分の学習をチェック
する

・自分で自分に質問する
・どこまで理解できているか 
　チェックする

プランニング 計画を立てる ・勉強の計画を立てる
・勉強の目標を設定する

コントロール 自分の学習を調整する ・重要なところに注意を向ける・読む速さを調節する



自分の状態をチェックするモニタリング



和歌山県海南市立亀川小学校６年生社会科の授業から

コントロール 自分の「学び方」を振り返る



和歌山県海南市立亀川小学校６年生社会科の授業から



河村茂雄著『アクティブラーナーを育てる自律教育カウンセリング』（図書文化社）  



三宮真智子著『メタ認知』（中公新書ラクレ）  



協働的な学び：熊本市立楠中学校２年生　下城拓海先生の授業：美術科「空想は現実を超えて」
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